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日本における鉄道遺産の保存と活用―地方公共団体を対象とした質問紙調査を通して― 






















































 本研究では、1987（昭和 62）年 4 月 1 日の国鉄分割民営化以降 2017（平
成 29）年 12 月 31 日までの約 30 年間に廃線となった旅客鉄道線区（一部区
間のみの廃止を含む）63 線区 8）の沿線 123 自治体を対象として設定し、郵
送による質問紙調査（「鉄道遺産・遺構の保存と活用に関する調査」）を行っ
た（回答は郵送に加えて FAX、メールも可とした）。63 線区の一覧は、表 1
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表 1 調査対象路線一覧（北海道～愛知） 














幌内線 （JR 北海道） 
大夕張鉄道線 
（三菱石炭鉱業）






2001 年 2 月 
東横線[横浜～桜木町] 
（東急電鉄）
2004 年 1 月 
松前線 （JR 北海道） 1988 年 2 月 
歌志内線 （JR 北海道） 1988 年 4 月 駒ヶ岳鋼索線 
（伊豆箱根鉄道）
2005 年 9 月 
標津線 （JR 北海道） 1989 年 4 月 
名寄本線 （JR 北海道）
天北線 （JR 北海道） 




新潟交通電車線 1999 年 4 月 
蒲原鉄道線 1999 年 10 月 
函館本線上砂川支線 
    （JR 北海道）
1994 年 5 月 富
山
神岡線 （神岡鉄道） 2006 年 12 月 




    （のと鉄道）




2006 年 4 月 





2002 年 10 月 
江差線 [木古内～江
差] （JR 北海道） 





2002 年 4 月 
留萌本線[留萌～増毛]
（JR 北海道）
2016 年 12 月 















   （名古屋鉄道）
2001 年 10 月 
黒石線 （弘南鉄道） 1998 年 4 月 
大畑線 （下北交通） 2001 年 4 月 岐阜市内線 
   （名古屋鉄道）
2005 年 4 月 




岩泉線 （JR 東日本） 
 





   （名古屋鉄道）



















2007 年 4 月 桃花台線 
  （桃花台新交通）




日立電鉄線 2005 年 4 月 モンキーパークモノレー
ル線   （名古屋鉄道）
2008 年 12 月 





沢] （JR 東日本） 
1997 年 10 月 
表中においては、北海道旅客鉄道を JR 北海道、東日本旅客鉄道を JR 東日本と表記 
＊1 廃止は 2002 年 8 月 
＊2 廃止は 2009 年 4 月 
 
 
〔 18 〕 
表 2  調査対象路線一覧（京都～鹿児島） 















箕面鋼索鉄道線 1993 年 7 月 山
口
美祢線大嶺支線 
   （JR 西日本）
1997 年 4 月 
片町線 [片町～京橋]
（JR 西日本）





2004 年 10 月 
（休止）＊2 上町線 [住吉～住吉公
園] （阪堺電気軌道） 
2016 年 1 月 
福
岡
上山田線 （JR 九州） 1988 年 9 月 
兵
庫 
鍛冶屋線 （JR 西日本） 1990 年 4 月 宮田線 （JR 九州） 1989 年 12 月 
三木線 （三木鉄道） 2008 年 4 月 北九州線 
（西日本鉄道）







1989 年 4 月 
貝塚線 [西鉄新宮～津
屋崎] （西日本鉄道） 
2007 年 4 月 








2008 年 4 月 




2008 年 12 月 
島
根 
大社線 （JR 西日本） 
 




山野線 （JR 九州） 1988 年 2 月 
岡
山 
下津井電鉄線 1991 年 1 月 
片上鉄道 （同和鉱業） 1991 年 7 月 
表中においては、西日本旅客鉄道を JR 西日本、九州旅客鉄道を JR 九州と表記 
＊1 2017 年 3 月、一部区間（加部～あき亀山）が復活 
＊2 廃止は 2005 年 8 月 
 
 
をめぐる課題の大きく 3 点である。調査の期間は、2018 年 3 月 5 日～同年 3








 鉄道遺産のうち、駅舎の保存状況をたずねたところ、92 自治体のうち 30
自治体（32.6％）が保存しているとの回答であった。30 自治体に保存してい
日本における鉄道遺産の保存と活用―地方公共団体を対象とした質問紙調査を通して― 





























備の保存状況をたずねたところ、92 自治体のうち 66 自治体（71.7％）が保
存しているとの回答であった。66 自治体に鉄道施設・設備の保存形態をたず
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図 2 鉄道施設・設備の保存形態 
 







られた。「線路敷を BRT として活用」しているとの回答もあった。BRT とは、
Bus Rapid Transit の略で、バス高速輸送システムのことである。廃止され
た鉄道の代替交通手段として、線路敷を舗装してバスの専用道とし、バスを
定時に高速で運行する仕組みである。図 3 は、本調査に先立つ予備調査で
2018（平成 30）年 1 月に訪れた茨城県石岡市内で撮影したもので、旧鹿島
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鉄道の線路敷を BRT 化した事例である。 
 
（筆者撮影） 
















図 4 鉄道車両の保存形態 
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 さらに、鉄道車両の保存状況をたずねたところ、92 自治体のうち 33 自治
体（35.9％）が保存しているとの回答であった。33 自治体に車両の保存形態
をたずねたところ、図 4 のような結果となった（複数選択可）。 
 「車両全体を静態保存している」が 25 自治体と最も多く、「車両全体を動




















































 3 番目に多かった課題は、人員や担い手の不足という課題であり、44 自治
体のうち 4 自治体（9.1％）が挙げていた。これに関連して、「技術の確保に










 本研究では、1987（昭和 62）年 4 月 1 日以降の約 30 年間に廃線となった
旅客鉄道線区（一部区間のみの廃止を含む）63 線区の沿線 123 自治体を対
象として、鉄道遺産の保存と活用の現状について質問紙調査によって明らか
にした。 




























最後に、本研究では、1987（昭和 62）年 4 月 1 日以降の廃線となった路
線の鉄道遺産に焦点を当てた。しかし、鉄道遺産は、当然ながら現役の路線











最終アクセス：2019 年 1 月 6 日 
5）前掲 4）に同じ 
6）経済産業省「近代化産業遺産」（経済産業省ウェブサイト／http://www.neti.go.jp）、
最終アクセス：2019 年 1 月 6 日 
7）上掲 1）に同じ 
8）なお、正式な廃止はこの期間内であっても、それ以前からすでに旅客営業を休止し
ていた以下の 3 線区については対象から除外した。 
①ドリームランド線（ドリーム開発）：廃止は 2003 年 9 月だが、1967 年 9 月から
旅客営業休止 
②長岡線（越後交通）：廃止は 1995 年 4 月だが、1975 年 4 月から旅客営業休止 
③金名線（北陸鉄道）：廃止は 1987 年 4 月だが、1984 年 12 月から旅客営業休止 
9）日本フットパス協会ウェブサイト（http://www.japan-footpath.jp）、最終アクセス：
2019 年 1 月 6 日 
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